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令和 5 年度事業報告について 

 

１ 相談事業 

    相談窓口を設置し、ボランティア活動やボランティア団体の紹介、助成制度の情報

提供などを実施した。 

  （設置場所：香林坊ラモーダ内（金沢市香林坊 2丁目 4番 30 号）、相談件数：244 件） 

 

 

２ 財政的支援事業 

（１）ボランティア保険の掛金への助成 

(社福)全国社会福祉協議会が団体契約者となっている次の保険に加入するための保

険料の一部を助成した。 

 

ア 保険の種類 

区分 保険期間 保険料 

(掛金) 

死亡・後遺障害

保険金 

助成額 

ボランティア

活動保険 

加入日の翌日

からその年度

末まで 

基本タイプ 

  350 円 

  500 円 

 

 1,040 万円 

  1,040 万円 

  200 円 

ボランティア

行事用保険 

行事開催日     28 円※ 

  126 円※ 

 248 円※ 

    400 万円 

     400 万円 

     400 万円 

       20 円 

※ 宿泊を伴わないタイプ。その中でも行事内容により加入タイプが異なる。 

 

  イ 助成実績 

区分 加入者数 助成額 

ボランティア活動保険 28,605 人     5,721,000 円 

ボランティア行事用保険 21,282 人       425,640 円 

合計 49,887 人 6,146,640 円 

 

 

３ 情報収集・提供事業 

(1) 「いしかわのＮＰＯ・ボランティア交流名簿 2023」の作成、掲載 

・ボランティア団体の交流・連携を深めることを目的に県内の団体をデータ 

ベース化し、分野別や市町別などで検索ができる形でホームページに掲載した。 

(掲載団体：514 団体) 

 

(2) インターネットによるボランティア情報の提供 

    ホームページを運営し、センターの各種事業案内や県内外の災害ボランティア情

報、身近でできるボランティア情報等を発信した。 
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４ 普及・啓発事業 

(1) 石川県災害対策ボランティア本部設置・運営訓練の実施 

県防災総合訓練に合わせて、県本部の設営手順の確認、災害時に想定される事例

への対応方法の検討や、災害対策ボランティア現地本部との情報伝達訓練を実施

した。 

・日  程 令和 5年 11 月 12 日(日) 

・場  所 能都中学校体育館 

・参加者数 12 団体 62 人 

 

(2) 災害対策ボランティア連絡会の開催 

 大規模災害時に設置される「石川県災害対策ボランティア本部」において迅速か

つ的確な対策が実施できるよう、構成団体による平時からの情報交換、連携や協力

関係の推進を図るため、連絡会を開催予定だったが、令和 6年能登半島地震の影響

により中止となった。 

 

(3) 学生等災害ボランティアリーダー育成事業 

     災害ボランティアの中核を担う人材の育成 

① 学生災害ボランティア講座 

学生向け講座を開催予定だったが、令和５年７月１２日からの大雨の影響に

より中止となった。 

学生をはじめとするさまざまな立場での経験を共有し、これからの協働につ

いて考える「いしかわ防災交流フォーラム」を危機対策課と共催。 

・日  程 令和 5年 11 月 18 日(土) 

・場  所 金沢流通会館 第 12 研修室 

・参加者数 53 人 

・内  容 

講演：さまざまな立場で災害を経験して 等 

（講師）北陸大学助教 松村 隆弘 

    津幡町中山地区長 山本 健司 

    小松市社会福祉協議会主査 森田 敏裕 

    珠洲市社会福祉協議会主事 神徳 宏紀 

 

② 企業の災害ボランティアセミナー 

        県内の企業・団体を対象に、企業として被災者・被災地のためにどのような

支援ができるかについて考えてもらうセミナーを開催した。 

・日  程 令和 5年 7月 5日(水) 

・場  所 県庁 1104 会議室 

・参加者数 12 企業・団体等 19 人 

・内  容 

講演：災害時の県と社会福祉協議会の役割、企業の活動事例紹介 等 

（講師）県社協ボランティアセンター所長 天日 啓文 

日本赤十字社石川県支部防災ボランティアリーダー 北村 裕一 

            損害保険ジャパン株式会社金沢第一支社支社長代理 森 雄貴 
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  ③ 学生災害ボランティア被災者支援活動促進助成金 

学生団体が被災地で行う被災者の支援活動等に要する経費の一部を助成

（１団体あたり上限 5 万円）助成件数 1 件（金沢大学） 

            助成金額 45,000 円 

   

  ④ 研究会の設置 

本事業内容の検討及び結果の検証を行う組織として研究会を設置した。 

研究会 5 回（令和 5年 5月 20 日～令和 5年 10 月 16 日） 

 

 (4) ボランティアに関する講習会等への助成 

     ボランティア団体等が開催する講習会や研修会等に係る講師の謝金及び旅費の 

    一部を助成した。（上限 5万円） 

 ・助成件数       7 件 

 ・助成金額  223,660 円 

 ・受講者数      375 人 

 

５ 県受託事業 

 (1) 石川県ＮＰＯ活動支援センター管理・運営業務 

      ・ＮＰＯ活動センター利用者の受付（年間利用者数 3,740 人） 

・市民活動等に関する各種相談 

・市民活動に関する参考図書の収集、管理及び貸出 

・ＮＰＯ活動支援センターの設備及び物品の管理・貸出 

          ・あいむ運営会議の開催 等  

   

(2) 災害ボランティアコーディネーター養成研修会等開催業務 

 災害時にボランティアと被災者ニーズを調整する「災害ボランティアコーディ 

ネーター」を養成する研修会等を開催した。 

① 災害ボランティアコーディネーター養成研修会 

日程・場所 内  容 

○令和 5年 6月 17日(土)･18 日(日) 

かほく市（宇ノ気生涯学習センター） 

 

・ 災害支援の基礎 

・ 被災者ニーズに向き合う手法 

・ 先輩コーディネーターのお話し 

・ 社会福祉協議会とは 

・ 災害地の支援拠点 等  

・コーディネーター研修修了（登録）者数 21 人 

                 （平成 17～令和 5年度累計 851 人） 

 

 

② 災害ボランティアコーディネーターフォローアップ研修会 

コーディネーター養成研修修了者を対象に、コーディネーターとしての役割等の

再確認やスキル向上のためのフォローアップ研修会を開催予定だったが、令和 6年

能登半島地震の影響により中止となった。 
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  ６ 災害対策事業 

(1) 災害対策ボランティア活動支援 

     令和 5 年奥能登地震及び令和 6年能登半島地震について、災害対策ボランティア

本部を設置し、被害情報等の情報収集を実施するとともに、ボランティア活動に必

要な資機材等を支援。 

         また、7 月 12 日からの大雨よる被害等についても、津幡町災害ボランティアセ

ンター等と連携し、ボランティア活動に必要な資機材等を支援。  

① 令和 5年奥能登地震 

    災害対策ボランティア本部設置日：5/5、閉鎖日：7/3 

    延べ活動人数：2,609 名、活動支援経費：11,627,806 円 

    

 ② 令和 5年 7 月 12 日からの大雨による被害等 

    延べ活動人数：1,156 人、活動支援経費：3,863,236 円 

 

 ③ 令和 6年能登半島地震 

    災害対策ボランティア本部設置日：1/1 

    延べ活動人数：約 60,000 名（3/31 時点）、活動支援経費：203,295,542 円 

 

 

７ 県民ボランティア基金の管理に関する事業 

(1) 基金の増減 

令和 5年 3月 31 日現在 

基金残高（円） 

5 年度中 

減少額 

5 年度中 

増加額 

令和 6年 3月 31 日現在

基金残高（円） 

1,090,500,000 480,000,000 2,500,000 613,000,000 

 

 (2)  運用状況（令和 6年 3月 31日現在） 

運用方法 運用額（円） 

県債（30年） 110,000,000 

県債（30年） 500,000,000 

定期預金（1年） 3,000,000 

合 計 613,000,000 
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８ 理事会、評議員会の開催状況 

 


